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III  長崎県の人口推移と将来推計 
 

○  以下の図は、長崎県の人口推移、将来推計を示したものである。 

○  長崎県においては、国よりも早く老年人口もピークを迎えることが予想されている。 

○  長崎県の総人口は1960年にピークを迎え、2015年の1,377千人に対し、2040年には1,053千

人（▲324千人）まで減少することが見込まれている。 

○  老年人口は、国が2040年にピークを迎えるのに対し、国より 15年も早い 2025年にピークを迎

える。 

○  生産年齢人口は1985年にピークを迎え、その後国より早いスピードで減少、2040年には全体の

5割を切ることが見込まれている。 
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○  下図は、全国、九州・山口（以下、「九州等」という）、長崎県の総人口及び年齢別 3 区分の人

口の推移を比較したものである。 

○  総人口は、全国は2010年、九州等は2000年にピークを迎えたのに対し、長崎県は 

1960年にピークを迎え、減少のスピードも早い。 

○  生産年齢人口は、全国、九州等は1995年にピークを迎えたのに対し、長崎県は1985年にピー

クを迎え、減少のスピードも早い。 

○  老年人口は、全国、九州等は 2040 年にピークを迎えるが、長崎県は 15 年早く 2025 年にピー

クを迎える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国、九州・山口、長崎県の人口の推移＜比較①＞ 
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○  下表は、全国、九州等、長崎県の年齢別3区分の人口の占める割合や2015年から2040年の増

減数及び増減率を比較したものである。 

○  総人口の減少率は長崎県▲23.5％（国▲12.7％、九州等▲14.0％）に比べ高く、2倍近くなって

いる。 

○  老年人口は、長崎県は2025年にピークは過ぎているが、占める割合は長崎県39.6％（国35.3％、

九州等35.7％）が依然高いものとなっている。 

○  生産年齢人口は、減少率は長崎県▲34.4％（国▲22.6％、九州等▲23.9％）に比べ、大きく、ま

た占める割合も長崎県49.2％と５割を切る見込みとなっている。（全国、九州等は5割以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国、九州・山口、長崎県の人口の推移＜比較②＞ 
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○  本県の人口構成は、年代ごとの推移で見ると、1990年は、「ひょうたん型」であったのが、2015

年には、中心部が「くぼんだ釣鐘型」に推移している（下図のとおり）。 

○  今後は、出生数の減少で裾は年々狭まり、女性の長寿命化により、2040年には90歳以上の女

性が突出し、いわゆる「棺おけ型」の人口構成になっていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長崎県の2040年頃の各年代の人口構成 
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○  下表は、長崎県内の 2015年から 2040年までの人口増減率の推計であるが、すべての市町で人口

が減少することが予想され、特に離島･半島地域については減少率が大きい。 

○  なお、下線（赤字）の市町は、2040年の人口が下位の人口区分に変動する団体である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ－３ 人口段階別市町村の変動（2015→2040）【Ｈ30推計】 


